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　子宮内外同時妊娠 は 1／30，000妊娠の 頻度で 発生

する稀 な病 態で あ りD
， 内外妊娠の 同時診断は困

難で ある．先行診断に よ っ て は妊娠中絶後に子 宮

外妊娠が 発症 した り， 子 宮外妊娠手術後 に 子宮 内

胎児の発育 に気付 くと い っ た 医療過誤 と も受け取

られ か ね な い ケ
ー

ス の発生 も考 え られ る．また近

年排卵誘 発剤 の使 用や IVF −ET な ど生殖医療 技

術 に 伴 う多胎妊娠 の 増加 ， 性行為感染症 （STD ）

や骨盤 内炎症性疾患 （PID ）に伴 う子 宮外妊娠の増

加の た め ，子宮内外同時妊娠 の発生頻度 も増加 し

つ つ ある．本症例 は稀有 な る子宮 内外同時妊娠 の

自然発生例で あ り， 初診 時に経腟超音波を用 い て

内外妊娠 を同時 に 診断 し適切 に 対処 し得た ．ま た

子宮頚管に クラ ミジア DNA を検 出し ， 患側卵管

峽部に salpingitis 　isthmica　nodosa （結節性卵管

峽部炎） を認 め ， 本病態 と の 関連が 推定され た．

本症例の 診断過程 と処置 を述 べ
， 合併 した卵管病

変 に つ い て の 考察 を加 える．

　　　　　　　　　症　　例

　 33歳 ， 3経妊 3経産．既往歴 ， 家族歴 に特記事

項 な し．1992年 12月31 日を最終月経 と して 自然排

卵 に よ り妊娠 ， 2 月26 日 （妊娠 8 週）下腹痛 と少

量の 性器出血 を訴 え初診．血圧 1／6／64mmlIg ， 脈

拍 78／分整 ， 全身状態は良好 なる も， 下腹部全体 の

自発痛 （十 ），
Defence 　musclare （十 ），

　 McBurney

tenderness （±）な どの 腹膜刺激症状を認め た．血

色素 10．4g／d1と軽度の 貧血 を呈 した．内診 に て 子

宮 は 8週大 ， 軟 ，
バ ン キー徴候 （＋）， 付属器所見

は腹部緊張の た め不明瞭で あっ た ．次 い で経腟超

音波 を施 行 し，子 宮 内 に 50mm の 胎 嚢 と頭 殿 長

（CRL ）18mm の 胎児と胎児心拍 を （写真 1▲ ），

さ ら に 子 宮外 ， 左方 に 16mm の 胎嚢 と CRL 　8mm

の 胎児お よび心 拍を認 めた （写真 1 △ ）．ダグラ ス
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

426 自然 発 生 の 子 宮内外同時妊娠 の 1例 日産 婦誌 47巻 4 号

　 　　　 　　 　 写真 1　 付図

写真 1　 初診時の 経腟超音波 に よ る 子 宮内外 の 妊 娠

　像．両者 を同
一一

ス キ ャ ン に描出 した，写真右側，子

　宮内 に50mm の 胎嚢 と頭殿 長 （CRL）18mm の 胎児

　お よ び胎児 心拍 を認 め る （▲ ）．写 真左 側 ， 子 宮外，

　左 方 に 16mm の 胎嚢 と CRL 　8mm の 胎 児 お よ び 心

　拍 を認 め る （△ ）．付 図 内に は写 真 1の 概略 を記 した．

窩に echo 　free　space が あ り，腹腔内出血 を疑 っ

た．以 上 か ら子 宮内妊娠お よび左卵管妊娠で構成

さ れ る子宮内外同時妊娠と診断 同 日緊急開腹手

術 を施行 した．開腹時腹腔内出血 150g
， 子宮 8 週

相 当大 ， 左卵管峽部の破裂 と腹腔内に 逸脱 した胎

嚢を認 めた．黄体は左卵巣で
一カ 所確認 し た が 対

側 は不明．卵管采 と子宮頚管で ク ラ ミジア DNA

を検索 し， 後者で 陽性で あっ た．術後の病理 学的

検索で は左卵管峽部妊娠 に加 え ， 同じ患側の 卵管

峡部に ，妊娠 した 卵管腔以外 に も微絨毛を有す る

写真 2　左卵管峽部 の salpingitis 　isthmica　nodQna

　（結節性 卵 管峽部炎 ）の 所 見．狭 窄 した卵管峽部 の 周

　囲に 平滑筋 を 伴 っ た 腺 管の 増 生 をみ る．（HE 染色 ，

　4× 15）

腺管構造 とそ の周囲筋層の肥厚 に よ り直径約1cm

弱の結節を形成す る結節性卵管峽部炎の 所見を認

めた （写真 2 ）．な お
， 子宮内妊娠胎児 は発育可能

と思われ たが ， 挙児希望はな く， 開腹手術中に妊

娠中絶手術が行われた．子 宮内容の病理学的検索

で は妊娠成分 の存在が 確認 さ れ た．術後経過は良

好で術後 10日目に 退院 した．

　　　　　　　　　考　 　察

　子 宮内外同時妊娠は稀 な病 態 だが ， 1948年 に

De 　Voe　 and 　 Pratti）が 示 し た 30，000妊 娠 対 1 か

ら ， 近年で は 10，000対 1 （Richards　et　aL ， 19822｝），

7
，
693対 1 （Reece　et　aL

，
1983年

3 ））と増加 して お

り， そ の 主な原 因 として ，   ク ラ ミ ジ ア 頚管炎な

どの STD や ，それに よる PID な どの婦人科感染

性疾患に 伴 う子宮外妊娠 の 増加
4）

，   排卵誘発剤

使用に よ る過排卵や PROST
，
　IVF −ET

，
　 GIFT な

ど生 殖医療技術の 普及 に伴 う多胎妊娠 の 増加
5〕

，

の 2点 が挙げ られ る．

　ク ラ ミ ジ ア 頚管炎 な ど の STD は 卵管の 急性炎

症 ， 慢性炎症後 の癒着に よる卵 の通過障害を来し ，

こ の こ とが子宮外妊娠 ， さ らに は子 宮内外同時妊

娠 を増加させ る
3）．本症 に 認めた結節性 卵管峽部

炎の 病態を卵管峽部炎後に 引き続 き起 こ る修復病

変 とす る考 えが あ D6＞
， 本症例で認 めた 内性器 ク

ラ ミ ジア感染症 と 子宮内外妊娠を関連付 け る うえ

で興味 ある所見で ある．結節性卵管峽部炎 6｝
は卵
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管峽部の上皮 に発生する 1〜多数の 憩室性変化 と

周囲筋層 の 結節性変化 を伴 う疾患で ， 組織像で は

散在す る腺管構造 を認 め ， そ の 周囲を厚 い 筋層 が

覆 う（写真 2）．通常無症状 の た め そ の存在 に気付

くこ と は稀 だが ， 卵管通過障害 に よ りしぼし ば不

妊 や子 宮外妊娠 の 原因とな る重要な病態で ある．

卵管峽部妊娠手術例の半数 に本疾 患を認 めた とす

る報告 もある
7｝
，本疾患の 発生原因 は確定 さ れ て

い な い が ， 思春期以前 に は観察 されな い た め先天

性疾患で は な く， 慢 性炎症 後の 屈曲か 腺筋症様結

節 由 来 が 推 測 さ れ て い る
8）．Benjamin　 and

Beaver8）
は淋菌感染後 に卵管峽部 の 結節性病変 の

発生 を認 めた例や ， 結節性 病変部 に炎症像 を伴 わ

な い 場合で も， そ の ほ と ん ど は 近隣に 炎症像 を認

め る こ とか ら， 結節性卵管峽部炎が炎症 を基礎 に

形成され る との 根拠を述 べ て い る．下部尿路生殖

器系の ク ラ ミ ジア 感染症 と の 関連 に つ い て も，

Dieterle　et 　al．9｝が 不妊患者110名の 検討か ら ， 慢性

卵管炎 に卵管閉塞 を伴 うもの お よび結節性卵管峽

部炎を伴 うもの は ， そ うで ない もの に比 ベ ク ラ ミ

ジア感染率が 有意 に 高 く，結節性卵管峽部炎 と下

部尿路生殖器系 クラ ミジ ア感染症 は密接に関連 す

る と述 べ て い る．本症例で は卵管釆か らク ラ ミ ジ

ア DNA が検 出され な か っ たが ， 子宮頚部か らは

ク ラ ミ ジア DNA が検出さ れ ， 内性器 ク ラ ミジア

感染症の 存在が 証明 さ れ た こ と か ら
，

こ れ ら の病

態か ら結節性卵 管峽部 炎が 生 じ，子宮外妊娠 の 原

因 とな っ た と考 え られ た．

　排卵誘発剤の 使用 も子 宮内外同時妊娠の リス ク

フ ァ ク タ
ーと さ れ る

3 ）．Clomiphene 　 citrate

（c1Qmid ）単独で は慎重 な増量 に よ り多胎妊娠 の

発生 を増加させ な い こ とが 知 られ て い るが
1 °

  薬

剤の 種類 や併用法に よ っ て は多胎や子宮外妊娠が

増加するた め ， 不妊治療中の患者で は注意が必要

で あ る．PROST
，
　 IVF −ET ，　 GIFT な どの 高度生

殖医療技術に 伴 う内外 同時妊娠 は 発生防止 の た め

の 技術的改良が な さ れ て お り， 医学的管理 も厳重

に 行われ るた め発見が比 較的容易 と思 われ る．

　 子宮内外同時妊娠 の 臨床上の 問題点 は ， 子宮内

お よび 子宮外 の 妊 娠 を同時 に診断す る の が 困難な

点 に あ る．典型的な臨床像 は卵管流産や 破裂 に よ

る開腹手術時 に 子宮の 鬱血 ， 軟化 ， 腫大 に よ っ て

正 所性妊娠 に気付 くもの で あるが
3 ）

， 両者 の 診断

が遅れ る こ と も多 い ．先行診断が正所性妊娠で 人

工 妊娠 中絶や流産 に対す る子宮内容除去術 など の

処置が先行した場 合， 後に 子 宮外妊娠流産が 急性

腹症や シ ョ ッ クな ど の 重篤 な症状 を伴 っ て 発症す

るた め，患者 や家族か ら診療 に対す る誤解 を受 け

やすい ．特 に人工 妊娠中絶時 に掻爬 内容物や超音

波写真 を保存 して い な い 場合 ， 後に 正 所性妊娠 を

客観的に 証明する の は不可能 となる の で， どの よ

うな場合で も， こ れ らの 証拠 を当座保存す る こ と

は重 要 と思わ れ る．

　稀 な例 と して 子宮内外同時妊娠を双 胎妊娠 と し

て 捉 え る場合 もある．妊娠初期 に双胎 と診断 し，

急性腹症 発症後 に 痕跡的子宮角妊娠 の 流産 と正 所

性妊娠 の 共存 で ある と判明 し た 例
U ）

や ， 双 角子 宮

の 双胎妊娠 と診断 し，帝王切開時に
一一

児の 卵巣妊

娠が判 明 した例
12）な どの 報告が ある．概 して 子宮

内外同時妊娠 が 妊娠早期 に 判明す る場合は ， われ

われの 症例 と同様 な卵管妊娠 との 合併例が 多 く，

妊娠後期 ある い は分娩時 に判明する の は腹腔内妊

娠 との 合併例が ほ とん どで ある
13）
．

　子 宮 内外 同時 妊娠 の 診 断 の た め の 注意 点 と し

て ， Reece　et　al．3）
は ，   子宮外妊娠 と週 数相当の

子宮底 ，   開腹所見又 は ラバ ロ 所見で 2黄体や子

宮腫大，   子 宮外妊娠処置後消退出血 を み な い
，

な どの 妊娠兆候の 継続 ，   正 所性妊娠中絶後の 腹

腔 内出血 ，   腫大 した子 宮 と共存す る腹痛や ， 自

発痛 ある い は圧痛 を伴 う付属器腫瘤，腹膜刺激症

状 ， な どを挙げて い る． こ れ らの 点に 留意す る こ

とに加 え ， 本症例で は経腟超音波検査が子 宮外妊

娠発見の た め に た い へ ん有用 で
， 経腹超音波で は

検 出困難 な付属器 所見 を経腟超音波で 詳細に 確認

で きた こ とが子宮内外同時妊娠の早期 ， 同時診 断

に っ なが っ た （写真 1 ）．以上 か ら妊娠初期 の診察

時に は経腟超音波 を必ず実施 すべ き で あ り， さ ら

に本疾患の存在 と リス ク を念頭 に置 い た注意深 い

観察 を行 うこ と が ， 子 宮内外 同時妊娠の 早期診断

の た め に肝要で ある と考 え られた．

　 な お ，本研究の 要旨は第57回 日本産 科婦人 科学会 関東連

合地 方 部会 総会 （1993年 10月 ， 浜 松 ） に お い て 発表 した ．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

428 自然発 生の 子 宮内外 同 時妊 娠 の 1 例

　　　　　　　　　　 文　　献

／．De　 Voe　 RW ．　 Pratt　 fH，．　 Silhultaneous　 intra−

　　uterine 　 and 　 extrauterine 　pregnancy ．　 Am 　 J
　　Obstet　Gynecol　1948 ；56 ： 1119

2．Richaπds　SR，　Stempel　LE ．　 Carlton　Bl）．　 Heter−

　　（，tepic　pregnancy ： Areappraisal　 of 　incidence．

　　Am 　J　Obstet　Gynecol　1982 ；142 ； 928− 930
3．Reece　E

”A，麁 ’卿 R 以 Sima2ans　MF ．　 Combined

　　intrauterine　 and 　 extrauterine 　 gestations　l　 A

　　review ．　Am 　J　Obstet　Gynecol　1983 ；146：323−

　　3304
．徳岡　晋，工 藤

一
弥 ， 永 田

一
郎 ， 水本賀文， 堀江

　 稔 ， 安部正 雄，妊 婦 に お け るク ラ ミ ジ ア感染症 の

　　ス ク リーニ ン グ成績．防衛医大 誌　1993i18 ；49

　　　535
．Tani　H ，　 Oda　K 　Scllichiri　K ，　Arakatva　O，　Sato

　　Y・　 Combined　intrauterine　and 　tubal　preg．

　 nancy 　after　in　vitro 　fertilization　 and 　embryo

　 transfer．　hnt　J　Gynecol　Obstet　1990；33：359−

　 3636

．　LVheeter　IE．　Disease　of 　the　fal］．opian 　tube，　In：

　 Kurman 　RJ，　 ed ．　 Blaustien’s　Pathology　 of 　the

　 Female　 Genital　 Tract．3rd　 ed ．　 New 　 York ：

　 Spr孟nger −Verlag，1987 ；420
− 421

7．Homm 　R／．　 Uo 　ltz　G，磁 加 勿　AJ．　 Isthmic

日産婦 誌 47ts 　4 号

　　 ectopic 　pregnancy 　and 　salpingitis 　isthmla

　　 lユodosa ．　Fertil　Steril　1987；48 ： 756− 758

8．Beniamin 　CL，　Beaver　DC ．　Pathogcnes量s 　of

　　 salpingitis 　isthmica　nodosa ．　Am 　J　CIin　Patho艮
　　 】951；21 ： 2ユ2．− 222

9．Dieterle　S，　Mesrogli砿 Tn
’
ebler　B，耳

’

ollenhauPt

　　f，Nettelnbreker　 E，　 Scltk）sser 且．　 Is．　 there 　 a

　　 relationship 　between　occulusion 　of 　 the 　fal−

　　lopian　tubes　with 　chronic 　salpingitis 　and 　uro −

　　 genital 　chlamydial 　infections？　Geburtshnfe

　　 Frauenheilkd　1994；54／8 ： 455．一一．459

10．5θ勉 K，Seki　M，　 Kato κ 　Outcome 　of　preg．

　　 nancy 　 and 　follow−up 　 of 　children 　concelved 　by

　　 ovulation 　induction．　 Asia・Oceania　J　Obstet
　　 Gynaecol 　1983 ；9 ： 59− 69

11．Sahakian　 V．　 Rupture　of 　a 　rudimentary 　horn

　　 pregnancy 　 witb 　 a　 combined 　intrauterine　preg−

　　 nancy ．　J　Reprod 　Med 　1992 ；37 ：283…284

12．Retas’s　〃五．　Delayed　diagnosis　of　advanced

　　 combined 　pregnancy ．　J　CIin　U】trasound　1998；
　　 16 ： 187− 190

13．Felbo　 M ，　 F 卿 γ HJ．　 Combined　 extra − and

　　 intrauterine　pregnancy 　carried 　to　term ．　Acta

　　Obst　et　Gynec 　Scand 　1966 ；45 ： 140− ］55

　　　　　　　　　　 （No ．7597 平 6 ・12 ・16受付）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


